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会社紹介
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会社概要

社名 株式会社スリーシェイク（3-shake Inc.）

VISION インフラをシンプルにしてイノベーションを起こす

代表取締役 吉⽥ 拓真（よしだ たくま）

所在地 本社：東京都新宿区⼤京町22-1 グランファースト新宿御苑3F‧4F

設⽴⽇ 2015年1⽉15⽇

従業員数 134名（⾮正規社員を除く）

資本⾦ 1億円

事業内容 SREコンサルティング⽀援事業「Sreake（スリーク）」運営
セキュリティサービス「Securify（セキュリファイ）」開発‧運営
クラウド型データ連携ツール「Reckoner（レコナー）」開発‧運営
フリーランスエンジニア特化型⼈材紹介サービス「Relance（リランス）」運営



Copyright © 3-shake, Inc. All Rights Reserved. 5 

サービス紹介

エンジニアリング内製化ソリューション（モダナイゼーション）を包括的提供

事業者が抱える
セキュリティリスクを
無くす
ワンストップで実現する
セキュリティ対策

セキュリファイSecurity

良いエンジニアに
良い案件を

フリーランスエンジニアに
「今よりいい条件」を

リランスHR
（Engineer Hiring）

あらゆるサービスを
連携するハブになる

クラウド型ETL/データパイプ
ラインサービスの決定版

レコナーData
Engineering

⽇本のSREをリードする

SRE総合⽀援からセキュリティ
対策を全⽅位⽀援

スリークSRE
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Case Study #1 NTTデータ様 Digital CAFIS での取り組み

Digital CAFIS の⽴ち上げ ~ 運⽤までトータルでの⽀援

NTTデータの「CAFIS」は、⽇本を代表する国内最⼤のキャッシュレス決済総合プラット
フォームです。さまざまな業種‧業態の加盟店様と、国内ほぼすべてのクレジットカード会
社様‧⾦融機関様を結び、24時間365⽇休むことなく⽇本の決済シーンを⽀えています。

About CAFIS

‧NTTデータ様が持つ決済プラットフォーム「CAFIS」の
次世代開発及び SRE ⽴ち上げを 3-shakeがリード

‧SRE の実現による サービス全体の信頼性向上を実現

‧⼤規模アジャイル開発フレームワークSAFe実践による内製化

‧Cloud上でPCI DSS* 準拠等の⾼度なセキュリティ要件に対応

※ 事例動画はこちらよりご参照下さい

クレカ決済‧〇〇Payを⽀える決済プラットフォーム CAFIS（キャフィス）のインフラ⽀援

* PCI DSS - クレジットカード情報および取り引き情報を保護するために策定されたグローバルセキュリティ基準

https://www.youtube.com/watch?v=CEn3e8JxgtY&t=1s
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NTTデータとSCSKから10億円の資⾦調達及び資本業務提携を締結

‧SREやクラウドネイティブ技術⽀援コンサルティング事業や
脆弱性診断プロダクトが評価され、株式会社NTTデータ及
びSCSK株式会社を引受先として、総額10億円の資⾦
調達及び資本業務提携を締結いたしました。

‧本提携を通じてエンタープライズ領域におけるSRE/ク
ラウドネイティブ推進を図ってまいります。

※ NTTデータ様サイトでのニュースはこちらをご覧ください。
※SCSK様サイトでのニュースはこちらをご覧ください。
※スリーシェイクサイトでのニュースはこちらをご覧ください。

https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2024/112701/
https://www.scsk.jp/news/2024/pdf/20241127.pdf
https://3-shake.com/20241126-2/
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SRE 導⼊⽀援実績
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データ連携基盤を活⽤したDX
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データ基盤を活用した先にあるもの

課題の発⾒及び
戦略の⽴案

施策の費⽤対効果の向上情報共有コストの削減

1 2 3

事業KPIや顧客データなどを自動で

共有することによって組織内の情報

共有を円滑に  

日々の施策の効果や、顧客行動を

分析することで、データドリブンな施

策の立案が可能 

ターゲティング精度向上によるマー

ケティング・セールス施策の費用対

効果の最大化 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滑らかなデータ基盤を実現する
03
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通常、データ連携を実施するためには多くのコストが必要。連携間のバッチ処理の実装コスト、実装した処理のパフォーマ
ンス‧情報漏洩を防ぐセキュリティ性の担保。さらに各実装が実装したエンジニアに属⼈化しがち。

データの流れや、処理の中⾝が
実装したエンジニアに属⼈化

調査 仕様策定
（プログラム設計）

実装 テスト インフラ構築 デプロイ 運用

12 

データ基盤を実現するための課題

⾮エンジニア部⾨ではデータの流れがわからない
DataとOps（業務）が離れてしまう 

バッチ

連携
インターフェイス

変換

バッチ

変換

連携
インターフェイスデータマート データマート データマート

ストレージ

データ 可視化データウェアハウス(DWH) 
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① 再現性（誰でも触れるか、PDCAしやすいか）

データをエンジニアだけが⾒えるモノではなく、⾮エンジニア（セールス‧マーケティング‧業務など）部⾨に対し
ても、データの連携‧流れの⾒える化を⾏い、共通⾔語で話せるようにデータの⺠主化を⾏う。
そうすることで再現性が⾼く属⼈化させずにPDCAを回すことが可能。

13 

データ統合/活⽤を実現するために必要な要素①

データマート データマート データマート

ストレージ
ETL ETL

データを集める データを貯める データを分析用に加工する データを
可視化して分析する

データウェアハウス(DWH) データ 可視化
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② データ基盤構築コスト（設計/開発‧構築/保守）が低い
データソース➡DWHへ、DWH➡ツール‧DBへデータ連携をする際に、連携ごとに個別のバッチを作成すると、設計/開発コ
ストが⾼い。また、仕様やバージョン変更の際に再構築/保守のコストが発⽣。
更に、設計/開発そして再構築/保守において低コストでデータ基盤を構築するインフラレイヤーの課題も浮き彫りに。

14 

データ統合/活⽤を実現するために必要な要素②

データ 可視化バッチ

連携
インターフェイス

変換

バッチ

変換

連携
インターフェイス

連携ごとに個別にバッチ作成 ＝ 設計/開発コスト発⽣
仕様‧バージョン変更 ＝ 再構築/保守コスト発⽣

データマート データマート データマート

ストレージ

データウェアハウス(DWH) 
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③ セキュリティとパフォーマンスの管理
データ連携の際に、処理に時間がかかってしまい、パフォーマンスが低ければ業務効率化の⽀障に。
また、DWHのセキュリティをどれだけ強固にしてもデータ連携間で情報漏洩してはサービス/事業存続の危機に。
データ連携間でのパフォーマンス‧連携するデータ安全に連携するセキュリティが不可⽋。

15 

データ統合/活⽤を実現するために必要な要素③

処理パフォーマンスが低い ＝ 業務効率化の⽀障
データ連携間のセキュリティ管理＝ 情報漏洩のリスク

データマート データマート データマート

ストレージ

データ 可視化データウェアハウス(DWH) バッチ

連携
インターフェイス

変換

バッチ

変換

連携
インターフェイス
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滑らかなデータ基盤を実現するために必要な要素

データ基盤構築コスト
(設計/開発‧構築/保守)が低い

セキュリティと

パフォーマンスの管理

この3つを備えたデータ活⽤環境を整えるクラウド型ETL導⼊が重要!

再現性
（誰でも触れる‧PDCAしやすい）

1 2 3
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クラウドETL/データ連携サービス 
Reckoner（レコナー）とは

04
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SaaSをつなぐ。
業務が変わる。
ビジネスが進化する。

クラウド型ETL/データ連携サービス「Reckoner（レコナー）」

18 

データの集約‧加⼯‧連携をノーコードで
誰でも簡単に実⾏できるクラウドサービス

クラウドだから初期投資や運⽤負担も⼤幅削減

現場主導でのデータ活⽤が促進され、
データの⺠主化を実現します。
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クラウド型ETL/データ連携サービス「Reckoner（レコナー）」

19 

100種以上の多種多様なSaaSを連携し、

データ運⽤の効率化とデータ活⽤の⾼度化を⽀援します。

コーディングを⾏うことなく、
ブロックを繋げるような

簡単3ステップのマウス操作で、

すばやくラクにデータを連携

STEP1: 抽出元を選択

STEP2: 加工処理を選択

STEP3: 連携先を選択



Copyright © 3-shake, Inc. All Rights Reserved.

       
SNS

       

SaaS 

データベース&ストレージ

ファイル

       
広告‧SNS

       

データベース&ストレージ

Reckonerのデータ連携全体像

20 

ファイル

● ハッシュ‧暗号化

● ⽂字列変換

● 結合‧グループ化

● プログラム変換

● カラム変換

● バリデーション

● フィルター

● 外部API連携

● フォーマット変換

Source Analytics
 Transform Sink

SaaS 

外部API

メール

       
外部API

データパイプライン
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可視化データウェアハウス /
データマート / 機械学習

ファイル

⼈事 / 労務

データマネジメント / 統合データソース

統合したデータを
戻すことも可能

21 

データ統合/活⽤におけるReckonerの⽴ち位置

オンプレデータ

データの統合・
収集・加工・連携

データの統合・
収集・加工・連携

SFA/ MA

データの蓄積
特定目的用のテーブルを作成

BI・レポート作成
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セキュリティとパフォーマンスの管理

SREのプロフェッショナルであるスリーシェイクが提供
快適に運⽤できるパフォーマンス性と⾼いセキュリティを実現

3

22 

データ統合/活⽤におけるReckonerの⽴ち位置

再現性（誰でも触れる、PDCAしやすい）

⾮エンジニアでも⼀⽬でデータの流れがわかるUI1

データ基盤構築コスト（設計/開発‧構築/保守）が低い

バッチ処理など⼀切のプログラム不要！2

Reckonerはこの3つを備え、データ統合/活⽤に必要な環境を実現
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Reckonerの特徴

1 ノーコード

2 豊富な連携先

3 直感的に操作可能なUI

4 プレビュー機能

5 安全なインフラセキュリティ
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プログラム不要、GUIですべて完結

24 

Reckonerの特徴① − ノーコード −

⼯数がかかるバッチの制作が必要。

調査

仕様策定（プログラム設計）

実装

テスト

インフラ構築

デプロイ

運用

通常のデータ連携 Reckonerを活用

Reckonerなら、⼀切のプログラムは不要

GUIのワークフローの作成という
シンプルなステップのみで実装可能
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多数のデータベースやSaaSアプリケーションと接続可能

25 

Reckonerの特徴② − 豊富な連携先 −

広告‧SFA/MA‧CRMなどなど、あらゆるデータソースと連携し、必要なデータの分析‧活⽤が可能。

       SNS

       

SaaS 

ファイル

       
広告‧SNS

ファイル

データベース&ストレージ

外部API

メール

       外部API

Reckonerは引き続き、
さらに多くのデータソースと

の連携を実施予定 データベース&ストレージ

       

SaaS 
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Reckonerの特徴③ − 直感的に操作可能なUI −

複数データソースからのデータ連携や、リアルデータでのプレビューなど、データ連携のかゆいところまで考慮されています。

初期の設定〜デプロイまで、全ての操作が驚くほど直感的に設計

⾮エンジニアでも扱いやすい
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Reckonerの特徴④ − プレビュー機能 −

通常のデータ解析では、想定通りのデータが得られたか確認するために検証環境の構築など様々なステップを得てデータ処理のフ
ローを1つ1つ確認が必要。しかしReckonerなら、画⾯上にリアルデータで処理結果のプレビューを表⽰することができ、常に結
果を確かめながら操作をすることが可能。

リアルデータで変換や結合のプレビューが可能

リアルデータで
処理結果のプレビュー

ができる
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Reckonerの特徴⑤ − 安全なインフラ‧セキュリティ −

SRE（サイト信頼性エンジニアリング）に強い当社スリーシェイクのインフラ環境であり、別途のETL基盤準備が不要。
つまりデータエンジニアリングをする上で、可⽤性やバックアップ‧セキュリティ対応などが不要。

安全なインフラ‧セキュリティ
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ユースケース

05
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Google Cloud、AWS、Azure間のデータパイプラインを構築し、
マルチクラウドを実現可能

30 

ユースケース① − マルチクラウド −

マルチクラウド化データ
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Sheets、EXCEL、CSV、CRM（salesforce、kintone、hubspot、Marketo）などを、
システム（AWS、BigQuery）にReckonerを使ってひとつに統合

31 

ユースケース② − システム統合 −

SFA / MA

オンプレデータ

統合

システム
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BigQueryやAWS S3,Snowflakeのデータ前処理基盤として利⽤することで
データ分析パイプラインを作成し、顧客分析、売上分析、マーケティング分析が可能に

32 

ユースケース③ − 分析基盤構築−

データ前処理基盤 データ分析

顧客分析

売上分析

マーケティング
分析
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導入事例

06
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auコマース&ライフ株式会社 サービス本部サービス推進部 佐藤 様

独⾃開発のオンプレETLをReckonerに移⾏し、
データ連携エラーがゼロに。
データ連携処理にかかっていた時間を約40%削減

34 

Reckoner導⼊企業事例

事例の詳細を読む

“開発者でなくても直感的に連携フローが作成できる⼿軽さに好感を持
ちました。初期費⽤がかからない点もコストパフォーマンスが良いと
感じました”

“スピード感/柔軟性重視のデータ連携にReckonerが最適”

auコマース&ライフ様
au Payマーケットのデータ連携基盤に採⽤

https://reckoner.io/voice/case-au-cl
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料金

07
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Lite
プラン

8万円 / ⽉額

Standard
プラン

15万円 / ⽉額

Expert
プラン

30万円 / ⽉額

Enterprise
プラン

個別お⾒積り / ⽉額

データ量(⽉) 50GB 100GB 500GB 個別お⾒積

ワークフロー数 5個 10個 20個 個別お⾒積

連携先 無制限 無制限 無制限 無制限

サポート ◯ ◯ ◯ ◯

Reckoner料⾦プラン

‧ワークフロー数はソースからシンクの⼀連の繋がりを１個とします。
（1つのワークフロー内に、ソースとシンクをそれぞれ複数設定いただくことは可能です。）
‧1つのワークフロー内で設定可能なタスク数は、ソース、変換、分析、シンクの合計が30個までとなります。
（タスク数が30を超える場合は、ワークフローを分けていただく必要があります。）
‧ご契約期間は1年間契約となります。
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Reckoner Secure Access for AWS 
Privatelink

Reckoner Secure Access for Azure 
Privatelink

初期費⽤   20万円 初期費⽤   20万円

⽉額費⽤   5万円 ⽉額費⽤   5万円

Reckoner料⾦プラン

‧Privatelink 接続にあたってお客様での以下ご対応が必要となります。

1)AWS環境での  AWS Private Endpoint Serviceの払い出し

2)Azure環境での  Azure Service Endpointの払い出し

‧Privatelink 1接続あたりご利用料金となります（ AWS／Azureともにご提供費用は同一となります。）

‧月間1TBまでのデータ転送は利用料金に含まれます。

‧1TB以上のご利用につきましては 40円/GBの利用料が発生いたします。
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トライアル

08
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無料トライアル
プラン

0万円 / ⽉額

有償検証
プラン

3万円 / ⽉額

データ量(⽉) 無制限 10GB

ワークフロー数 無制限 2個

連携先 無制限 3種類まで

サポート ◯ ◯

提供期間 2週間 2ヶ⽉

Reckonerトライアルプラン

‧有償検証プランは単⽉での契約が可能となり、最⼤2ヶ⽉間のご提供となります。
‧有償検証プランの連携先は３種類までで、ソース/シンクの種類は問いません。
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トライアル前MTG

‧実施内容のご確認
‧トライアル前の懸念解消

‧操作⽅法のご説明
‧連携処理イメージご提案

‧ご不明点の解消
‧ご状況に応じたフォロー

‧検証の完了
‧ワークフローの実現

トライアルから検証やワークフロー実現に向けての流れになります。

トライアル中も安⼼して短期間でご推進いただけるよう、
ご契約中と変わらない品質でサポートいたします。

Reckonerトライアルの流れ

トライアル申し込み こちら

ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4

トライアル開始 トライアル実施 トライアル完了

https://reckoner.io/free-trial/
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お問い合せ

09
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データ連携作業⼯数を
⼤幅削減

サービス詳細や料⾦についてのご質問‧ご相談など
お気軽にお問い合わせください

42 

お問い合わせ

お問い合わせフォームはこちら

Reckoner（レコナー）は
クラウド型ETL/データパイプラインサービスです。
使いやすさを追求し、新たなデータ連携もストレスフリーで⾏うことが可能です。

https://reckoner.io/contact
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Thank you.
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プラン変動要因のご参考資料

 



（参考）ワークフロー個数の考え⽅
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ソース‧シンク‧変換‧分析のタスクが繋がってい
る（タスク間を結ぶグレーのラインが紐づいてい
る）場合は、単⼀ワークフロー（1個）となります。

 -ソース   ： データの連携元サービス
 -シンク   ： データの連携先サービス
 -変換‧分析 ： データ加⼯処理

ワークフローは、以下ルールのとおり個数のカウントをいたします。

【ワークフロー1個の例】

【ワークフロー2個の例】

右図の通り、タスクが繋がっていない箇所がある場合は、それぞれ別
ワークフローとしてのカウントとなります。



（参考）アップロードデータ量の考え⽅
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アップロードデータ量は、以下ルールのとおりデータ量集計いたします。

「ソース」または「HTTPと⼀部の変換サービス」タスクからデータ抽出する⽉間のアップロードデータ量の累計を集計いたいます。
 ※対象の変換タスクサービス（Collaboflow、クラウドサイン、HUE Workflow、ClimberCloud、Salesforce他） 
 ※「分析」、「変換」、「シンク」タスクのデータ量は集計対象外
 ※下図の例では、ソース：salesforceとソース：kintoneを対象

例えば、以下条件の場合は300MB/⽉（10MB×30回）となります。
 ①ソース：salesforceとソース：kintoneの実⾏1回あたりのアップロードデータ量 → 10MB
 ②実⾏頻度：1⽇1回（30回∕⽉）
他にも複数ワークフローを実⾏していれば、全ワークフローの合計値が、アップロードデータ量の累計となります。
 

【アップロードデータ量の計算⽅法】


